
一寸

日

本

銀

行

調

査

月

報
(
五

〉
」

一
、
収
録
資
料
の
種
類

既
刊
第
二
巻
か
ら
前
第
五
巻
ま
で
は
、
終
戦
後
約
十
年
間
〈
昭
和
二
十
年
八
月
J

三
十
年
十
二
月
分
)
の
「
日
本
銀
行
調
査
月
報
」
掲
載
資
料
を
収
録
し
て
き
た
が
、
本

巻
は
そ
の
最
終
分
で
あ
る
。

利
用
上
の
便
宜
を
考
慮
し

「
日
本
銀
行
調
査
月
報
」
を
収
録
す
る
に
当
っ
て
は
ぜ

て
、

・
同
月
報
の
掲
載
資
料
を
そ
の
種
類
に
よ
り
、
「
固
内
経
済
調
査
」、
「
海
外
経
済

調
査
」
、
「
経
済
要
録
」
、
「
論
説
」
、
、「
資
料
」
、
「
日
誌
」、
「
計
表
」
に
分
類
し
、
そ

れ

ぞ
れ
の
種
類
ご
と
に
取
り
ま
と
め
て
掲
載
す
る
方
法
を
採
っ
て
い
る
が
、
本
巻
に
収

録
し
た
資
料
の
種
類
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「論

説

L

前
第
五
巻
に
引
き
続
き
、
同
巻
に
収
録
し
き
れ
な
か
っ
た
論
説
、

「
産
業

・
物
価
等
L

の
区
分
に
属
す
る
論
説
二

O
編
を
収
録
。

① 

す
な
わ
ち

② 

資

料

③ 

ー「

日

誌
」

@ 

「
計

表

な
お
、
「
付
録
」
と
し
て
、
@
「
総
務
部
短
信
」
〈
抄
録
)
と
、
@
「
日
本
銀
行
調
査

用
報
総
目
次
」
を
掲
載
し
た
。
@
は
、
調
来
月
報
の
「
経
済
要
録
」
掲
載
期
聞
が
極

「
日
本
銀
行
調
査
月
報
(
五
)
」
解
題

解

題

土

雄

屋

喬

め
て
短
期
間
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
補
完
資
料
と
し
て
、
調
査
月
報
以
外
の
日
本

銀
行
定
期
作
成
資
料
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
@
は
、

「
日
本
銀
行
調
査
月
報
」

各
号
の
資
料
目
次
を
掲
載
し
た
も
の
で
、
種
類
ご
と
に
取
り
ま
と
め
て
収
録
し
た

原
資
料
の
構
成
形
態
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
年
月
別
索
引
と
し
で
の
利
用

の
使
を
配
慮
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
巻
の
解
題
に
お
い
て
は
、
右
収
録
資
料
に
つ
き
述
べ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の

う
ち
「
論
説
」
に
つ
い
て
は
、

・本
巻
収
録
分
を
含
め
て
前
第
五
巻
の
解
題
で
ま
と
め
て

取
り
上
げ
た
の
で
省
略
し
、
残
余
の
資
料
広
つ
い
で
以
下
順
に
解
説
す
る
。

二
、
「
資

料

「資
料
」
の
性
格
と
変
遷

「
日
本
銀
行
調
査
月
報
」
に
「
資
料
」
と
い
う
名
称
を
付
し
て
燭
載
さ
れ
た
も
の
を
指

し
、
具
体
的
に
は
次
の
五
種
類
の
も
の
を
含
ん
で
い
る
。

① 

財
政
資
金
の
対
民
間
収
支
分
析

②
 

③
 

④
各
支
庖
金
融
報
告
抜
卒

白
木
銀
行
券
増
減
原
因
分
析

資
金
蔀
積
状
況
分
析

'
⑤
各
国
の
支
払
準
備
制
度



右
の
う
ち
、
⑤
を
除
く
四
種
類
の
も
の
は
い
ず
れ
も
、
「
日
本
銀
行
調
査
月
報
」
が

『
調
査
時
報
』
と
改
名
さ
れ
て
い
た
期
間
に
限
っ
て
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
て
お
き
た
い
。

『
調
査
時
報
』
は
、
昭
和
二
十
二
年
五
月
、

「日
本
銀
行
調
査

月
報
」
の
編
集
方
針
変
更
に
伴
い
、
そ
の
内
容
が
、
従
前
の
内
外
経
済
情
勢
の
記
述

を
中
心
と
し
た
も
の
か
ら
、
論
説
を
中
心
と
す
る
も
の
に
変
更
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
構
成
も
、
従
前
の
『
調
査
月
報
』
が
、

「圏
内
経
済
制
査
」
〈
正
確
に
い
え
ば
、

「財
界
概
況
」
、
「
金
融
状
況
」
、

「
産
業
状
況
」
か
ら
成
っ
て
い

「有
価
証
券
市
況
」
、

る
〉
、
「
海
外
経
済
制
査
」、
「袈
録
」
お
よ
び

「
日
誌
」
の
四
部
構
成
で
あ
っ
た
の
に

対
し
、

『
制
査
時
報
』
で
は
、
「論
説
」
、
「
資
料
」、
「
日
誌
」
の
一
一
一部
構
成
に
改
め
ら
れ

た
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
司制
査
時
報
』
で
は
、
従
前
の
『
調
査
月
報
』の
中

核
を
な
し
て
い
た
園
内
お
よ
び
海
外
の
経
済
事
情
に
関
す
る
記
述
で
あ
る

「
国
内
経

済
調
査
」
と
「
海
外
経
済
制
査
L

が
、
経
済
「
要
録
」
と
と
も
に
、
全
〈
掲
載
さ
れ
な
く

な
っ
た
点
で
あ
る
。
『
調
査
時
報
』
の
中
核
を
な
す
も
の
は
、
そ
の
編
集
方
針
に
照
し

て
み
る
と
、
「
論
説
」
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
さ
り
と
て
そ
の
時
々
の
経

済
事
情
に
関
す
る
具
体
的
記
述
が
全
ぐ
な
い
の
も
、
刺
用
上
い
か
が
と
の
配
慮
か

ら
、
新
た
に
登
場
し
た
の
が
、
こ
と
に
い
う
「資
料
」
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

『
調
査
時
報
』
は
四
半
朗
報
で
あ
り
、
そ
の
発
行
期
間
は
、
昭
和
二
十
二
年
五
月
か

ら
二
十
五
年
四
月
に
至
る
三
年
間
で
あ
る
が
、
『
調
査
時
報
b

の
前
後
に
接
続
す
る

『
訓
査
月
報
b

の
対
象
期
間
が
、
そ
れ
ぞ
れ
附
和
二
十
一
年
十
二
月
ま
で
と
、
二
十
五

年
四
月
以
降
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『調
査
時
報
b

の
「
資
料
」
お
よ
び
「
日
誌
」
が

対
象
と
し
た
期
間
は
、
阿
『
訓
査
月
報
』
が
カ
バ

ー
し
て
い
な
い
期
間
、
す
な
わ
ち
昭

和
二
十
二
年
一
月
か
ら
二
十
五
年
三
月
に
至
る
三
年
三
か
月
と
な
っ
て
い
る
。

『調
査
時
報
』
は
前
記
の
よ
う
に
四
半
期
報
で
あ
る
が
、

「資
料
」
の
う
ち
、
①
「
財

政
資
金
の
対
民
間
収
支
分
析
」
、
②
「日
本
銀
行
券
増
減
原
因
分
析
」
、
④
「
各
支
庖
金

融
報
告
抜
卒
」
の
三
種
類
は
、
各
月
別
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
「
財
政
資
金
の
対
民
間

収
支
分
析
」
と
「
日
本
銀
行
券
増
減
原
因
分
析
」
は、

い
ず
れ
も
計
数
分
析
を
中
心
と

し
、
こ
れ
に
説
明
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
は
、
当
時
の
経

済

・
金
融
上
の
最
大
の
問
題
で
あ
っ
た
イ
ン
フ
レ
l
u
J

冒

γ
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
前
者
は
終
戦
後
の
通
貨
急
膨
張
を
招
来
し
た
主
閃
で
あ
る
財
政
、
そ
の

よ
り
具
体
的
な
形
と
し
て
財
政
資
金
の
支
払
超
過
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
り
、
後
者

は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
現
象
を
端
的
に
示
す
通
貨
、
な
か
ん
ず
く
当
時
最
も
ウ

ェ
イ

ト
の
高
い
日
本
銀
行
券
の
急
膨
張
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
「
各
支
出
拍
金

融
報
告
披
本
」
は
、
日
本
銀
行
各
支
出
仰が
、
毎
月
管
下
の
金
融
経
済
事
情
を
同
行
調

査
局
に
報
告
し
た
も
の
を
、
同
局
が
主
要
事
項
に
つ
い
て
抜
粋
の
上
、
簡
潔
に
取
り

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
『
調
査
時
報
』以
前
の
『
調
査
月
報
』
に
お
け
る
国
内
経
済
事

情
に
関
す
る
記
述
の
視
点
と
は
や
や
異
な
る
が
、
全
国
各
地
の
動
向
を
取
り
ま
と
め

る
こ
と
に
よ
り
、
国
内
経
済

・
金
融
事
情
を
杷
握
し
う
る
点
に
お
い
て
、
従
前
の
国

内
経
済
事
情
訓
査
に
代
替
し
う
る
資
料
と
い
え
よ
う
。

右
の
三
租
類
が
月
別
資
料
で
あ
る
の
に
対
し
、
③
「資
金
蓄
積
状
況
分
析
」
は
、
年

肢
単
位
の
資
料
で
あ
る
。
イ
ン
フ
レ
l
シ
g

ン
下
の
資
金
事
税
状
況
、
具
体
的
に
は

各
都
金
融
機
関
別
の
預
貯
金
増
加
状
況
を
計
数
的
に
取
り
ま
と
め
、
預
貯
金
増
加
の

趨
勢
を
金
融
機
関
別
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ

ョ
ン
下
に
お
け
る

預
貯
金
の
突
態
究
明
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
木
資
料
は
、
イ
シ
フ
レ
l
シ
u



シ
抑
制
の
目
的
を
も

っ
て
、
政
府

・
日
本
銀
行
主
導
の
下
に
、
昭
和
二
十
一
年
十
一

月
か
ら
、
全
国
的
に
展
開
さ
れ
た
救
国
貯
蓄
運
動
に
関
連
し
て
、
通
貨
安
定
対
策
本

部
が
、
全
金
融
機
関
の
一
般
自
由
預
金
に
つ
き
年
度
計
画
目
標
額
を
設
定
し
、
そ
の

実
績
と
目
標
達
成
率
を
発
表
し
た
こ
と
が
そ
の
背
景
を
な
し
て
い
る
こ
と
を
付
言
し

て
お
き
た
い
。

以
上
が
『
調
査
時
報
』
に
掲
械
さ
れ
た
「
資
料
」
で
あ
る
が
、
⑤
「
各
国
の
支
払
準
備

制
度
」
は
、
前
記
四
種
類
の
も
の
と
性
格
を
異
に
し
て
い
る
。
脳
和
二
十
五
年
六
月
、

「
日
本
銀
行
調
査
月
報
」
の
編
集
方
針
変
更
に
伴
い
、

再
び
『調
査
月
報
』
と
改
名
さ
れ

た
が
、
こ
こ
で
は
「資
料
」
は
掲
載
さ
れ
な
く
な

っ
た
。
そ
の
後
昭
和
三
十
一
年
一
月

〈
内
容
は
三
十
年
十
二
月
分
〉
に
再
度
編
集
方
針
が
'変
更
さ
れ
、
こ
と
に
お
い
て

「資

料
」
が
復
活
掲
載
さ
れ
る
と
と
と
な
っ
た
。
た
だ
し
「
資
料
」
の
内
容
は
、
『
調
査
時

報
』
の
時
代
に
お
け
る
圏
内
経
済
事
情
に
関
す
る
代
替
資
料
的
性
格
は
消
え
て
、
単

独
資
料
と
し
て
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た。

「
各
国
の
支
払
準
備
制
度
」
は
、
そ
の

新
し
い
性
格
の
「
資
料
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
第
一
号
で
、
内
容
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
連

邦
準
備
銀
行
月
報
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
の
翻
訳
で
あ
り
、
参
考
資
料
の
紹
介
と
も
い

う
べ
き
性
格
の
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
同
号
に
は
こ
の
ほ
か
の
資
料
と
し
て
「
重
要

物
資
の
国
際
比
価
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
以
後
毎
月
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
性
格
上
一
時
点
の
資
料
で
あ
る
の
で
収
録
を
割
愛
し
た
。

2 

個
別
資
料
の
内
容

(1) 

「財
政
資
金
の
対
民
間
収
支
分
析
」

木
資
料
は
、
毎
月
の
財
政
資
金
の
対
民
間
収
支
を
主
要
項
目
別
に
分
析
し
て
、
財

「
日
本
銀
行
調
査
月
報
(
五
)
」解
題

政
赤
字
〈
財
政
資
金
支
払
超
過
)
の
実
態
と
そ
の
イ
ン
フ
レ
1
ジ
冒
シ
に
対
す
る
影
響

を
解
明
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

資
料
の
対
象
期
間
は
、
昭
和
二
十
二
年

一
月
か
ら
二
十
五
年
三
月
に
至
る
問
の
各

月
別
で
あ
る
が
、
各
四
半
期
別
お
よ
び
年
度
別
に
も
取
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

財
政
資
金
の
対
民
間
収
支
と
は
、
日
本
銀
行
国
庫
局
作
成
の
「
政
府
資
金
移
動
概

況
」
中
の
対
民
間
収
支
を
基
礎
デ
ー
タ
と
し
、
こ
れ
に
若
干
の
加
工
を
施
し
て
算
出

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
政
府
資
金
の
収
支
は
、
円
木
銀
行
に
お
け
る
政
府
当
路
預
金

の
増
減
と
な
る
が
、
政
ぃ
肘
資
金
収
支
取
引
は
、
相
手
方
に
よ
っ
て
一
一一
つ
に
分
類
さ
れ

る
。
第

一
は
、
政
府
会
計
聞
の
収
支
な
ど
の
対
政
府
取
引
で
あ
り
、
政
府
当
座
預
金

内
部
の
単
な
る
会
計
口
座
の
振
替
収
支
に
と
ど
ま
る
。
第
二
は
、
日
木
銀
行
が
政
府

短
期
証
券
を
引
受
け
、
代
り
金
を
政
府
に
払
込
む
場
合
(
同
証
券
の
償
還
を
受
け
る

場
合
は
そ
の
逆
〉
な
ど
対
日
銀
取
引
で
あ
り
、
政
府
当
座
預
金
は
増
減
す
る
が
、
日

本
銀
行
勘
定
上
の
振
替
〈
前
例
の
場
合
、

国
債
勘
定
の
増
加
と
政
府
当
直
預
金
勘
定

の
増
加
)
に
と
ど
ま
り
、

現
金
の
受
払
を
伴
わ
な
い
。
第
一
一
一
は
、
民
闘
が
納
税
し
、

あ
る
い
は
物
品
納
入
代
金
が
政
府
か
ら
支
払
わ
れ
る
な
ど
の
対
民
間
取
引
で
あ
り
、

そ
の
収
支
は
通
貨
の
勤
き
を
伴
っ
て
政
府
当
座
預
金
が
増
減
す
る
。
対
民
間
収
支
分

析
の
意
義
は
、
通
貨
の
動
き
を
伴
う
と
こ
ろ
に
あ
る
わ
け
で
、
収
支
の
差
額
が
支
払

超
過
で
あ
れ
ば
通
貨
の
供
給
が
増
加
し
、
と
く
に
赤
字
財
政
下
で
不
足
財
源
を
日
本

銀
行
引
受
国
債
や
借
入
金
に
依
存
す
る
ご
と
き
場
合
に
は
、
そ
の
傾
向
が
悲
し
く、

イ
シ
プ
レ

ー
シ
u

ン
の
有
力
原
因
と
な
る
。

次
に
本
資
料
の
特
徴
を
述
べ
よ
う
。
第
一
は
、
政
府
資
金
と
区
別
し
て
財
政
資
金

と
呼
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
は
郵
便
貯
金
等
の
資
金
吸
収
と
そ
の
運
用
を
行
う
大
蔵
省



頑
金
部
の
収
支
を
政
府
の
金
融
活
動
と
み
て
、
こ
れ
(
金
融
資
金
主
呼
ん
で
い
る
)を

政
府
資
金
収
支
か
ら
除
外
し
、

い
わ
ば
予
算
に
対
応
す
る
純
粋
な
収
支
を

「財
政
資

金
」
収
支
と
定
義
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
算
出
さ
れ
る
財
政
資

金
収
支
は
、
そ
の
後
財
政
活
動
に
よ
る
収
支
と
通
貨
増
減
の
関
係
を
で
お
C

る
だ
け
正

確
に
把
握
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
し
ば
し
ば
加
工

・
調
整
の
方
法
と
純
聞
を
広

げ
て
お
り
、
最
終
的
に
は
政
府
資
金
か
ら
除
外
し
た
項
目
は
四
つ
(
預
金
部
資
金
、

政
府
短
期
証
券
対
民
間
償
還
額
、
公
募
公
債
発
行
代
り
金
、
お
よ
び
復
金
債
対
日
銀

償
還
額
)
に
上
り
、
そ
の
名
称
も
金
融
資
金
か
ら
財
政
外
資
金
と
改
め
ら
れ
て
い
る
の

で
注
意
を
要
す
る
。
こ
の
よ
う
に
算
定
方
式
が
変
更
さ
れ
る
と
、
変
更
の
前
後
の
計

数
は
厳
衝
に
い
う
と
迎
統
し
な
く
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
年
度
別
計
数
〈
四
半
期
別

内
訳
を
付
し
て
あ
る
〉
で
は
、
年
・
肢
当
初
か
ら
同
一
算
定
方
式
に
よ
っ
て
遡
及
計
算

し
た
も
の
を
掲
執
し
、
利
用
の
使
に
供
し
て
い
る
。

第
二
は
、
財
政
資
金
収
支
が
イ
ン
フ
レ
ー
シ

ョ
ン
に
及
ぼ
す
影
響
を
究
明
す
る
た

め
、
財
政
を
生
産
性
の
観
点
か
ら
、
①
消
費
主
体
と
し
て
の
財
政
、
②
事
業
主
体
主

し
て
の
財
政
、
③
出
資
主
体
と
し
て
の
財
政
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
収
支
の
意
味

を
分
析
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
即
ち
一

口
に
財
政
資
金
支
出
超
過
(
赤
字
〉
と
言
っ

て
も
消
世
主
休
と
し
て
の
財
政
資
金
支
出
超
過
は
本
来
租
税
等
の
普
通
放
入
相
加
に

依
っ
て
賄
わ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
り
、
事
業
主
体
と
し
て
の
財
政
は
独
立
採
算

制
の
建
前
よ
り
す
れ
ば
収
支
相
償
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
更
に
出
資
主
体
と
し
て
の

財
政
は
其
の
財
源
を
普
通
歳
入
に
よ

っ
て
賄
う
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
仮
に
公
償
金

収
入
に
依
っ
た
場
合
に
於
て
も
之
が
資
金
は
産
業
投
資
に
充
当
さ
れ
悶
民
経
済
の
再

生
産
に
寄
与
す
る
か
ら
、
消
費
主
体
と
し
て
の
財
政
赤
字
と
は
多
少
性
質
を
異
に
す

四

る」
-
と
分
析
の
趣
旨
を
述
べ
て
い
る
J

な
お
、
財
政
資
金
の
対
民
間
収
支
分
析
の
意
義
と
算
定
方
法
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
本
資
料
の
昭
和
二
十
二
年
一

t
一
一
一
月
分
、
四
J
六
月
分
、
七
J
九
月
分
の
そ
れ

ぞ
れ
「
は
し
が
き
」
、
な
ら
び
に
二
十
三
年
四
J
六
月
分
「
第
一
表
の
註
」
、
二
十
四
年

一
J
三
月
分
「
財
政
資
金
の
算
定
方
法
に
つ
い
て
」
、
二
十
四
年
度
下
半
期
分
「
は
し

が
き
」
を
参
附
き
れ
た
い
。

本
資
料
に
よ
る
と
、
昭
和
二
十
二
年
度
中
の
財
政
資
金
の
対
民
間
収
支
は
六
七
九

億
円
、
二
十
三
年
度
中
は
六

一
O
億
円
の
そ
れ
ぞ
れ
支
払
超
過
と
な
っ

て
お
り
、
と

の
悶
の
日
本
銀
行
券
の
大
増
発
、
す
な
わ
ち
二
十
二
年
度
一
、

O
三
O
億
円
噌
、
二

十
三
年
度
九
三
λ
億
円
噌
の
六
J
七
割
が
、
財
政
資
金
の
支
払
超
過
に
よ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
が
蹴
み
取
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
二
十
四
年
度
中
の
財
政
資
金
の
対
民
間

収
支
は
逆
に
七
五

O
億
円
の
収
入
超
過
と
な

っ
て
お
り
、
ド
7

ジ
政
策
に
基
づ
く
超

均
衡
財
政
の
姿
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
〈
ち
な
み
に
問
年
度
の
日
本
銀
行
券
は
一

二
億
円
の
減
少
)
。

こ
こ
で
注
意
し
て
お
含
た
い
と
と
が
あ
る
。

本
資
料
の
財
政
資
金
対
民
間
収
支
の

計
数
は
、
後
述
す
る
「
日
本
銀
行
券
増
減
原
因
分
析
」
に
お
け
る
「対
政
府
関
係
」
の
計

数
と
一
致
し
な
い
が
、
こ
れ
は
算
出
の
方
法
が
興
な
る
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
後
者
で

は
政
府
資
金
収
支
を
予
算
に
対
応
さ
せ
る
と
い
う
意
図
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
も
注

意
す
る
必
裂
が
あ
ろ
う
。
こ
の
ほ
か
、
財
政
資
金
の
対
民
間
収
支
関
係
の
計
数
と
し

て
、
経
済
安
定
木
部
発
表
の
資
金
需
給
実
績
に
掲
げ
る
「
国
庫
財
政
」
、

日
本
銀
行
統

計
局
発
表
の
資
金
循
環
分
析
中
の
「
図
陣
財
政
資
金
」
等
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
本
資
料

の
計
数
と
一
致
し
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
算
定
方
法
や
加
工
調
整
の
範
囲

・
方
法
を
異



に
す
る
た
め
で
あ
っ
て
、
財
政
資
金
赤
字
の
算
定
に
つ
い
て
、
当
時
方
法
が
確
立
し

て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
資

料
の
昭
和
二
十
四
年

一
J
一
一
一
月
分
に
、
「
財
政
資
金
の
算
定
方
法
に
つ
い
て
(
楠
論
〉
L

と
い
う
解
説
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

最
後
に
、
本
資
料
「財
政
資
金
の
対
民
間
収
支
分
析
」
は
、
昭
和
三
十
五
年
三
月
分

で
終
っ
て
お
り
、
と
く
に
財
政
資
金
を
消
費
・
事
業

・
出
資
資
金
に
区
分
し
た
分
析

は
以
後
見
当
ら
な
い
。
し
か
し
、
ほ
ぼ
同
種
の
資
料
は
、
以
後
の
『
調
査
月
報
』
に
お

い
て
毎
月
掲
載
さ
れ
て
い
る
(
第
二
巻
1
第
三
巻
「
囲
内
経
済
調
査
」
財
政
の
頃
お
よ

び
本
巻
「
計
表
」
財
政
の
項
に
収
録
〉
こ
と
を
付
言
し
て
お
ぐ
。

(2) 

「
日
本
銀
行
券
増
減
原
因
分
析
」

終
戦
後
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
通
貨
、
具
体
的
に
は
日
本
銀
行
券
の
急
膨
張

-と
な
っ
て
顕
現
し
た
。

こ
の
た
め
昭
和
二
十

一
年
二
月
、
金
融

・
通
貨
面
の
非
常
措

置
と
し
て
金
融
緊
急
措
置
令
、
日
本
銀
行
券
預
入
令
が
施
行
さ
れ
、
預
金
封
鎖
、
新

円
切
替
え
が
行
わ
れ
て
、

一
時
的
に
通
貨
流
通
量
は
減
少
し
た
。
し
か
し
、
約
半
年

後
に
は
、

日
本
銀
行
券
の
発
行
高
が
新
円
切
替
え
前
の
水
準
に
復
し
、
以
後
も
急
膨

張
を
続
け
た
。
本
資
料
は
こ
う
し
た
状
況
を
背
景
と
し
て
、
日
木
銀
行
券
膨
張
の
原

因
を
、
主
と
し
て
日
本
銀
行
勘
定
面
か
ら
分
析
解
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
資
料
を
「
日
本
銀
行
券
増
減
原
因
分
析
」
の
名
称
の
下
に

一
括
し
た
が
、

子
細
に
み
る
と
分
析
方
法
や
観
点
の
変
遷
を
示
す
次
の
四
種
類
の
も
の
が
含
ま
れ
て

い
る
。

「
日
本
銀
行
勘
定
に
依
る
日
本
銀
行
券
膨
脹
原
因
分
析
」

「
資
金
放
出
面
よ
り
見
た
る
日
本
銀
行
券
膨
脹
原
因
分
析
」

「
日
本
銀
行
調
査
月
報
(
五
)
」
解
題

「
白
木
銀
行
勘
定
移
動
概
況
」

「
日
本
銀
行
券
増
滅
状
況
の
分
析
」

以
下
順
を
追
っ
て
解
説
す
る
ζ

と
と
す
る
。

ィ
、
「
日
本
銀
行
勘
定
に
依
る
日
本
銀
行
券
膨
脹
原
因
分
析
」

昭
和
二
十
三
年
一
月
か
ら
二
十
四
年
六
月
ま
で
の
各
月
別
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

本
分
析
の
骨
子
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

日
本
銀
行
貸
借
対
照
表
の
主
要
勘
定
に
つ
き
、
そ
の
月
中
増
減
額
を
対
政
府
関
係

と
対
民
間
関
係
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
路
か
ら
流
出
し
た
日
本
銀
行
券
の
数
量

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
う
し
て
機
械
的
に
算
出
さ
れ
た
対
政
府

・
対
民
間

別
計
数
を
、
取
引
の
実
態
に
即
し
て
両
者
間
で
修
正
を
施
し
た
銀
行
券
流
出
の
実
勢

値
も
算
定
し
て
、

日
本
銀
行
券
膨
張
の
原
因
が
財
政
赤
字
と
対
民
間
信
用
供
与
と
で

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を
、
で
ぎ
る
だ
け
究
明
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
1

ハ
注
)

中
央
銀
行
に
と
っ
て
発
行
銀
行
券
は
債
務
で
あ
る
。
よ
っ
て
貸
借
対
照
表
の
資
産

総
額
か
ら
、
銀
行
券
を
除
く
負
債
総
額
を
控
除
し
た
額
は
、
銀
行
券
発
行
残
高
に
等

し
い
。
い
ま
資
産
お
よ
び
負
債
の
各
勘
定
の
月
中
増
減
額
を
、
取
引
の
相
手
方
に

よ
っ
て
対
政
府
関
係
と
対
民
間
関
係
に
分
頬
す
れ
ば
、
対
政
府
関
係
取
引
に
よ
っ
て

増
減
し
た
銀
行
券
の
額
と
、
対
民
間
関
係
取
引
に
よ
っ
て
増
減
し
た
銀
行
券
の
繍
が

算
出
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
銀
行
券
発
行
の
経
路
な
ら
び
に
原
因
が
一
応
判
明
す

る。

も
っ
と
も
、
日
本
銀
行
券
の
増
減
を
日
本
銀
行
勘
定
の
段
階
だ
け
で
分
析
す
る
こ

と
は
、
必
ず
し
も
妥
当
で
は
な
い
。

「銀
行
券
は
主
に
財
政
資
金
の
撒
布
超
過
と
市

中
金
融
機
関
の
産
業
資
金
の
供
給
と
に
よ
っ
て
流
出
し
、

な
っ
て
回
帰
し
、
差
額
が
膨
脹
額
と
な
っ
て
い
る
」
わ
け
で
あ
る
が
、
「
現
在
財
政
赤

そ
の
一
部
が
預
貯
金
と

五



字
資
金
は
市
中
金
融
機
関
の
蓄
積
資
金
に
よ
ら
ず
日
本
銀
行
の
国
債
引
受
文
は
政
府

貸
上
金
等
日
本
銀
行
の
信
用
創
出
に
依
存
し
て
い
る
為
、

日
本
銀
行
の
政
府
に
対
す

る
信
用
供
与
額
は
大
体
財
政
の
赤
字
額
に
近
い
。
然
る
に
市
中
金
融
機
関
が
日
本
銀

行
か
ら
資
金
の
供
与
を
受
け
る
場
合
は
預
貯
金
等
に
よ
る
増
加
資
金
が
産
業
資
金
の

供
給
に
不
足
す
る
と
き
に
限
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
日
本
銀
行
の
市
中
金
融
機
関
に
対

す
る
信
用
供
与
額
は
市
中
金
融
機
関
の
供
給
す
る
産
業
資
金
額
に
比
し
温
か
に
少
な

い。
」
従
っ
て
日
本
銀
行
段
階
で
と
ら
え
た
銀
行
券
膨
張
原
因
分
析
は
、
市
中
金
融
段

階
ま
で
含
め
た
分
析
に
比
し
、
民
間
要
因
が
過
小
に
、
財
政
要
因
が
過
大
に
現
わ
れ

る
欠
陥
が
あ
る
。
し
か
し
、
「
市
中
金
融
機
関
の
資
金
供
給
額
、

預
貯
金
の
増
減
額

等
の
集
計
に
は
時
日
を
要
す
る
故
、
」
速
報
性
の
あ
る
「木
行
〔
日
木
銀
行
〕
勘
定
の
増

減
に
よ
っ
て
銀
行
券
膨
版
原
因
の
分
析
を
す
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
あ
る
」
と
し
て

い
る
。ロ、

「資
金
放
出
面
よ
り
見
た
る
日
木
銀
行
券
膨
脹
原
因
分
析
」

右
の
よ
う
な
欠
陥
を
是
正
す
る
た
め
、
昭
和
二
十
二
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の

一
年
間
に
つ
い
て
、
別
の
角
度
か
ら
別
途
試
算
し
た
も
の
で
あ
る
。

「市
中
金
融
機
関
に
預
貯
金
と
な
っ

て
回
帰
し
た
資
金
は
政
府
の
撒
布
資
金
と
新

規
に
放
出
さ
れ
た
産
業
資
金
と
か
ら
吸
収
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
:
:
:
撒
布
さ
れ
た

財
政
赤
字
資
金
の
中
相
当
の
部
分
が
預
貯
金
と
な

っ
て
回
帰
し
て
い
る
・
訳
で
あ
る
か

ら、

財
政
赤
字
額
が
直
ち
に
そ
れ
だ
け
迎
貨
の
膨
脹
を
賓
ら
し
て
い
る
も
の
で
は
な

い
。
」
し
か
し
な
が
ら
、
預
貯
金
と
な
っ
て
回
帰
し
た
資
金
を
、
財
政
資
金
に
よ
る
分

と
産
業
資
金
に
よ
る
分
と
に
分
別
把
握
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
よ
っ
て
回
帰

預
貯
金
の
内
訳
は
、
財
政
資
金
に
よ
る
流
出
畳
一
と
・
話
業
資
金
に
よ
る
流
出
塁
|
|
放

ー，_ノ、

出
資
金
量
|
|
の
構
成
比
に
比
例
す
る
も
の
と
仮
定
を
置
く
と
、
「
銀
行
券
膨
脹
の

量
的
原
因
は
放
出
資
金
量
の
割
合
に
応
ず
る
と
と
と
な
る
よ
そ
こ
で
右
の
構
成
比

に
よ
っ
て
銀
行
券
膨
張
額
を
案
分
試
算
し
た
も
の
が
、
資
金
放
出
面
か
ら
見
た
膨
張

原
因
分
析
と
い
う
と
と
に
な
る
。

こ
の
試
算
結
果
に
よ
る
と
、
「
産
業
資
金
供
給
に
よ
る
通
貨
膨
脹
の

ウ
品
イ
ト
が

財
政
赤
字
に
よ
る
も
の
よ
り
相
当
大
き
い
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

こ
の
と
と
か
ら
現
下

の
通
貨
膨
脹
抑
制
に
は
市
中
金
融
機
関
の
信
用
拡
張
を
財
政
赤
字
の
圧
縮
と
同
様
に

抑
制
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
」
と
論
じ
て
い
る
。

ハ
、
「
日
本
銀
行
勘
定
移
動
概
況
」

昭
和
二
十
四
年
七

t
九
月
分
だ
け
で
み
る
。

ド
ッ
ジ
政
策
実
施
に
よ
り
イ
シ
プ
レ

ー
ジ
g

ン
が
沈
静
し
て
く
る
と
、
銀
行
券
が

恒
常
的
に
噌
加
を
示
す
こ
と
が
な
く
な
り
、
そ
の
増
加
も
主
と
し
て
季
節
的
要
因
に

よ
る
も
の
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
経
済
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
銀
行
券
の
増
減
を
対

政
府

・
対
民
間
関
係
に
分
け
て
分
析
す
る
意
味
が
薄
れ
た
の
で
、
従
来
の
方
式
を
や

め
て
、
単
に
日
本
銀
行
主
要
勘
定
の
移
動
状
況
|

|
銀
行
券
は
そ
の

一
項
目
に
過

F

な
い
|
|
お
よ
び
そ
れ
が
い
か
な
る
原
因
に
基
づ
い
て
い
る
か
を
究
明
す
る
に
と
ど

め
、
併
せ
て
市
中
の
金
融
情
勢
に
も
言
及
し
た
も
の
で
あ
る
。

一、

「
昭
和
二
十
四
年
度
中
に
お
け
る
円
木
銀
行
券
増
滅
状
況
の
分
析
」

昭
和
二
十
四
年
度
は
ド
ッ
ジ
政
策
に
よ
る
超
均
衡
予
算
が
経
済
安
定
へ
の
歩
み
を

進
め
た
年
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
通
貨
面
に
ど
の
よ
う
に
現
わ
れ
て
い
る
か
と
い
う
視

点
に
立
っ
て
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
資
制
析
で
は
、

日
本
銀
行
券
の
増
滅
状
況
を

財
政
関
係
資
金
の
対
民
間
収
支

〈純
財
政
資
金
、
対
日
援
助
見
返
資
金
、
預
金
部
資



金
、
政
府
指
定
預
金
、
復
興
金
融
金
庫
対
市
中
預
け
金
)
と
、
日
本
銀
行
の
金
融
政

策
関
係
の
取
引
収
支
(
日
本
銀
行
貸
出
、
日
本
銀
行
対
市
中
国
債
債
券
売
買
、
そ
の

他
)
と
に
よ
っ
て
説
明
し
て
い
る
。

財
政
関
係
資
金
の
受
払
と
対
民
間
信
用
供
与
の
噌
減
に
よ
る
銀
行
券
の
増
減
分
析

は
、
「
日
本
銀
行
勘
定
に
依
る
日
本
銀
行
券
膨
脹
原
因
分
析
」に
お
い
て
対
政
府

・
対

民
間
に
区
分
し
た
分
析
と
類
似
し
た
面
が
な
い
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
H
本
銀
行

勘
定
と
い
う
形
式
的
な
分
析
で
は
な
〈
、
財
政

・
金
融
各
部
門
に
お
け
る
資
金
の
形

態
に
着
目
し
、
そ
れ
ら
資
金
の
移
動
が
銀
行
券
増
減
に
及
ぼ
す
影
響
を
中
心
に
置
い

て
い
る
点
に
差
異
が
認
め
ら
れ
、
分
析
手
法
の
進
展
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
が
あ

る。
な
お
、
本
分
析
点
式
は
、
そ
の
後
の
『
制
査
月
報
』
に
お
い
て
、

「日
本
銀
行
券
増

滅
状
況
」
あ
る
い
は
「
日
本
銀
行
券
発
行
選
収
要
因
」
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ

と
を
付
言
し
て
お
く
。

(3) 

「
資
金
蓄
積
状
況
分
析
」

昭
和
二
十
二
年
度
と
二
十
三
年
度
に
つ

い
て
、
全
金
融
機
関
(
銀
行
、
農
業
会

・

農
業
協
同
組
合
、
市
街
地
信
用
組
合
、
無
尽
会
社、

信
託
会
社
、
郵
便
貯
金
、
生
命

保
険
会
社
等
〉
の
預
貯
金
増
加
額
の
趨
勢
を
、
各
金
融
機
関
の
種
類
別
に
検
討
し
、

イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
下
に
お
け
る

.m貯
金
の
実
態
を
究
明
し
た
資
料
で
あ
る
。

木
資
料
の
冒
頭
に
、
通
貨
安
定
対
策
本
部
制
べ
に
よ
る
昭
和
二
十
二
年
度
ま
た
は

二
十
三
年
度
に
お
け
る
全
金
融
機
関
の

般
加
金
増
加
高
(
突
鍛
〉
と
、
計
画
目
標

額
、
目
標
達
成
率
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
述
加制
さ
れ
る
よ
う
に
、
本
資
料
は

目
標
を
も

っ
た
預
貯
金
の
増
加
速
動
、
す
な
わ
ち
当
時
の
救
国
貯
蓄
運
動
の
展
開
に

「
日
本
銀
行
調
査
月
報
〈
五
)
解
題
」

関
連
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
一
年
二
月
、

金
融
緊
急
措
置
に
伴
う
預
金
封
鎖
が
行
わ
れ
て
以
来
、
調

貯
金
の
安
全
性
に
対
す
る
一
般
の
信
頼
感
は
著
し
く
阻
害
さ
れ
て
、

一
般
自
由
預
金

の
増
加
は
は
か
ば
か
し
く
な
〈
、
必
要
資
金
の
調
達
を
確
保
す
る
こ
と

が
困
難
で

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
か
ん
が
み
、
昭
和
二
十

一
年
十
月
、
議
会
に
お
い
て

通
貨
安
定
に
関
す
る
共
同
決
議
が
可
決
さ
れ
、

一
万
四
日
本
銀
行
総
裁
も
貯
欝
増
強

の
た
め
の
国
民
運
動
を
実
施
す
る
よ
う
提
案
し
た
。
か
く
し
て
周
年
十

一
月
、
衆
議

院
内
に
通
貨
安
定
対
策
本
部
(
衆
議
院
議
長
が
本
部
一長
〉
が
、
日
本
銀
行
内
に
そ
の
事

務
局
〈
貯
蓄
推
進
部
)
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
指
導
の
下
に
令
国
的
な
救
国
貯
蓄
奨
励
迎

動
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
昭
和
二
十
四
年
春
以
来
ド
ッ
ジ
政
策

の
実
施
に
よ
っ
て
イ
ン

フ
レ
l
シ
u
y
の
収
束
を
み
る
に
至
っ
て
、
通
貨
価
値
の
安

定
感
が

一
般
に
拡
大
し
、
通
貨
安
定
対
策
本
部
設
置
の
目
的
は
一
応
達
成
さ
れ
た
の

で
、
岡
本
部
は
昭
和
二
十
四
年
十

一
月
末
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
た
。
な
お
、
右
の
貯

蓄
増
強
運
動
の
事
務
局
と
し
て
日
本
銀
行
の
組
識
と
し
て
設
置
さ
れ
た
貯
蓄
推
進
部

は
、
通
貨
安
定
対
策
本
部
廃
止
後
も
存
続
し
、
そ
の
後
貯
蓄
増
強
運
動
の
組
織
と
し

て
中
央
に
貯
蓄
増
強
中
央
委
員
会
、
各
都
道
府
県
に
地
方
貯
蓄
推
進
委
員
会
が
そ
れ

ぞ
れ
設
世
さ
れ
、
貯
蓄
運
動
の
目
的
は
時
代
の
推
移
と
と
も
に
変
化
し
な
が
ら
も
、

継
続
し
て
今
固
ま
で
そ
の
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

本
資
料
は
、
金
融
機
関
別
に
預
貯
金
の
増
勢
と
そ
の
事
情
を
分
析
し
て
い
る
が
、

イ
ン
フ
レ
l
シ
a
y
・丙
進
期
の
昭
和
二
十
二
年
度
は
、
当
初
回
標
額
は
速
成
し
た
も

の
の
増
加
預
金
の
大
・部
分
が
浮
動
性
の
要
求
払
預
金
で
あ
っ
て
、
定
期
預
金
等
の
貯

蓄
性
預
金
の
吸
収
が
イ
ン
フ
レ
1
シ
暫
ン
下
で
は
い
か
に
困
難
で
あ
っ
た
か
を
う
か

-1:; 



が
わ
せ
る
。
従
っ
て
イ
ン
フ
レ
1
シ
冒
ン
下
で
は
、
営
業
性
預
金
を
主
と
す
る
金
融

機
関
と
、
所
得

・
貯
蓄
性
預
金
を
主
と
す
る
金
融
機
関
と
で
は
、
預
貯
金
の
伸
び
に

お
の
ず
か
ら
懸
隔
を
生
ず
る
わ
け
で
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
第
五
巻
に
収
録
し
た
論

文「
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
抵
抗
度
よ
り
み
た
る
金
融
機
関
の
ご
類
型
」
(
昭

和
二
十
三
年
四
月
、
日
本
銀
行
調
査
月
報
掲
載
)
が
組
起
さ
れ
る
。

一
方
、
二
十
三
年
度
は
、

イ
ン
フ
レ
l
シ
ロ
ン
が
や
や
緩
慢
化
し
た
こ
と
か
ら
営

業
性
預
金
が
相
対
的
に
汐
ェ
イ
ト
を
低
め
、
所
得

・
貯
蓄
性
預
金
の
地
位
が
や
や
上

昇
し
て
い
る
と
分
析
さ
れ
て
い
る
。

(4) 

「
各
支
倍
金
融
報
告
抜
卒
」

昭
和
二
十
二
年
一
月
か
ら
二
十
五
年
三
月
ま
で
、
各
月
別
に
掲
載
さ
れ
て
い
る。

木
資
料
の
概
略
に
つ
い
て
は
、

「資
料
の
性
格
と
変
遜
」
の
項
で
触
れ
た
と
お
り
、

本
銀
行
各
支
厨
が
毎
月
所
管
地
域
の
金
融
経
済
情
勢
を
同
行
調
査
局
に
報
告
し
た
も

の
(
名
称
は
「
金
融
報
告
」
、
「金
融
経
治
月
報
」
等
支
庖
に
よ
り
多
少
異
な
る
〉
を
、
同

局
が
主
要
事
項
に
つ
い
て
抜
粋
の
上
簡
潔
に
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る。

内
容
は
、
寸概
説
」、
「
預
金
」
、
「
貸
出
」、
「
市
中
金
融
機
関
の
金
繰
り
」
、
「通
貨
L

、

「商
況

・
物
倒
」
な
ど
の
事
項
が
お
お
む
ね
毎
月
記
載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
そ
の
時
々

の
特
記
事
項
と
し
て
、
例
え
ば
「
財
産
税
」
、
「
民
間
貿
易
.
拘
開
許
可
の
反
響
」
、

金

利
協
定
の
廃
止
」
、

「
本
行
公
定
歩
合
引
上
の
反
響
」
、
「
単
一
為
替
レ
ー
ト
設
定
(
決

定
)
と
輸
出
産
業
」
、

「
供
米
事
情
」
、

月
に
よ
り

「千
円
券
の
発
行
」
等
の
記
事
が
、

一
J
一
一
一
項
目
採
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。

(5) 

「各
国
の
支
払
準
備
制
度
」

ニュ

ー
ヨ
ー
ク
連
邦
準
備
銀
行
発
行
の

一
九
五
五
年
十
月
号
月
報
に
掲
載
さ
れ
た

八

掲
題
の
論
文
を
、
翻
訳
し
た
単
独
資
料
で
あ
る
。
当
時
わ
が
国
で
は
い
ま
だ
支
払
準

備
制
度
が
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
日
本
銀
行
に
お
い
て
、
将
来
同
制
度
導

入
の
必
要
を
認
め
て
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
本
資
料
を
訳
出
紹
介
し
た

と
と
や
、
『
調
査
月
報
』
昭
和
二
十
λ
年
四
月
号
に
「支
払
準
備
率
制
度
に
つ
い
て
L

と

題
す
る
論
文
(
第
五
巻
に
収
録
済
)
を
掲
載
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る。

ち
な
み
に
、
わ
が
国
に
お
い
て
支
払
準
備
制
度
が
法
制
化
さ
れ
た
の
は
昭
和
三
十
二

年
五
月
で
あ
り
(
「
準
備
預
金
制
度
に
関
す
る
法
律
」
公
布
施
行
)
、
同
法
に
基
づ
き
準

備
預
金
制
度
が
発
動
さ
れ
た
の
は
三
十
四
年
九
月
の
こ
と
で
あ
る
。

一一一、
ー「

日

誌
」

日

本
資
料
は
、
内
外
に
お
け
る
政
治
、
経
消
、
金
融
、
財
政
等
の
主
要
事
項
を
M
を

追
っ
て
記
録
し
た
も
の
で
あ
り
、
収
録
期
間
は
昭
和
二
十
年
八
月
か
ら
一
一
一
十
年
十
二

月
ま
で
、
す
な
わ
ち

「
日
本
金
融
史
資
料

・
昭
和
続
編
」
の
対
象
期
間
を
完
全
に
カ

パ
ー
し
て
い
る
の
で
、
利
用
価
値
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

探
り
上
げ
ら
れ
た
事
項
数
は
、
各
月
当
り
少
な
い
時
で
三

O
件
、
多
い
時
は

一
七

O
件
に
も
上
り
、
平
均
す
る
と
六
O
J七
O
件
程
度
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
「
日
誌
」は
、
「
日
本
銀
行
制
査
月
報
」
が
明
治
三
十
九
年
に
発
刊
さ
れ
て
以

来
、
そ
の
名
称
こ
そ
「
雑
件
」、
「
重
要
事
件
」、

「
重
要
日
誌
」
と
変
遷
は
あ
っ
た
も
の

の

一
貫
し
て
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
現
在
も
継
続
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
「
日
誌
」

は、

「
日
本
金
融
史
資
料
」の
既
刊
編
で
あ
る
明
治
大
正
編
と
昭
和
編
に
お
い
て
も
、

紙
幅
の
制
約
上
や
む
な
〈
割
愛
し
た
大
正
二
J
十
五
年
分
を
除
き
、
す
べ
て
収
録
さ

-れ
て
い
る
。



四、

「計

表

本
資
料
は
、

「
日
本
銀
行
調
査
月
報
」
に
掲
載
さ
れ
た
「
国
内
経
済
調
査
」
の
付
属
計

表
な
ら
び
に
巻
末
掲
載
統
計
表
(
国
内
分
〉
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
、
原
資
料
は
ほ

と
ん
ど
が
縦
書
き
換
数
字
と
な
っ
て
い
る
が
、
利
用
の
便
を
考
慮
し
て
横
書
き
ア
ラ

ピ
ア
数
字
に
組
み
直
し
、
本
巻
末
尾
に
収
録
し
た
。

「
日
本
銀
行
調
査
月
報
」
に
お
け
る
国
内
関
係
の
統
計
表
は
、
昭
和
二
十
五
年
四
月

か
ら
三
十
年
十

一
月
に
至
る
「
国
内
経
済
概
観
」
の
付
属
計
表
が
主
体
を
な
し
、
巻
末

掲
載
統
計
表
は
昭
和
二
十
年
八
J
十
一
月
号
と
=
一
十
一
年

一
月
号
に
限
ら
れ
て
い

る
。
本
巻
に
収
録
す
る
に
当
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
統
計
の
う
ち
、
掲
載
期
聞
が
短
い

補
足
的
計
表
は
省
略
し
た
が
、
採
用
統
計
に
つ

い
て
は
月
別
の
重
複
筒
所
を
除
い
た

上
で
、
遡
及
、
補
填
等
所
要
の
整
備
を
施
し
、

で
き
る
だ
け
終
戦
後
約
十
年
間
の
対

象
期
間
を
通
じ
て

一
覧
性
を
確
保
し
う
る
よ
う
作
成
替
え
を
行
っ
て
利
用
の
使
を

図
っ
た
。

収
録
統
計
の
種
類
は
、
金
融
、
財
政
、
貿
易
・
為
替
、
産
業

・
物
価
等
の
各
分
野

に
わ
た
り
、
総
数
は
四
六
種
に
上
っ
て
い
る
。
付
属
計
表
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
終

戦
後
の
十
年
間
の
動
向
を
概
観
し
う
る
経
済
統
計
と
し
て
も
利
用
価
値
が
大
き
い
も

の
と
思
わ
れ
る
。五

、
「
付

録

付
録
と
し
て
次
の
二
種
類
の
も
の
を
掲
載
し
た
。

(1) 

「総
務
部
短
信
」
ハ
抄
録
〉

「
日
本
銀
行
調
査
月
報
〈
五
)
」
解
題

木
資
料
は
、
日
本
銀
行
総
務
部
が
内
部
の
連
絡

・
意
志
疎
通
を
図
る
た
め
、
業
務

遂
行
上
の
参
考
資
料
と
し
て
、
同
行
の
施
策
の
設
定

・
改
廃
、
そ
の
実
施
状
況
を
中

心
に
、
そ
の
時
々
の
主
要
事
項
の
概
要
を
毎
匂
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

木
資
料
を
「日
本
銀
行
調
査
月
報
」
の
付
録
と
し
て
本
巻
に
収
録
し
た
趣
旨
は
、
本

解
題
の
官
顕
に
も
触
れ
た
と
お
り
、

「経
済
要
録
」
の
掲
載
期
間
が
極
め
て
短
期
間
に

限
ら
れ
、
昭
和
二
十
二
年

一
月

t
一
一
一
十
年
十
一
月
の
聞
を
欠
い
て
い
る
の
で
、
国
内

関
係
に
つ
い
て
こ
れ
を
多
少
と
も
補
完
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
資
料
と
考
え
た
か
ら
で

あ
る
。「

総
務
部
短
信
」
は
、
日
本
銀
行
総
務
部
設
置
〈
昭
和
二
十
年
四
月
〉
当
時
か
ら
作
成

さ
れ
て
い
た
模
様
で
あ
る
が
、
昭
和
二
十
三
年
以
前
の
も
の
は
現
存
し
て
い
な
い
の

で
、
収
録
対
象
を
二
十
四
年
一
月
以
降
の
も
の
に
限
定
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と

を
お
断
わ
り
し
て
お
き
た
い
。
収
録
に
当
っ
て
は
、
「
経
、
済
要
録
」
を
補
完
す
る
趣
旨

に
基
づ
き
、
金
融
政
策
、
金
融
制
度
お
よ
び
通
貨
に
関
す
る
事
項
に
限
定
し
て
抄
録

し
た
。

(2) 

「
日
本
銀
行
調
査
月
報
総
目
次
」

終
戦
後
約
十
年
間
、
す
な
わ
ち
昭
和
二
十
年
八
月
か
ら
三
十
一
年

一
月
号
に
至
る

「
日
本
銀
行
調
査
月
報
」
は
、
「
日
本
金
融
史
資
料

・
昭
和
続
編
」
第
二
巻
か
ら
第
六
巻

に
わ
た
っ
て
収
録
し
て
き
た
が
、
同
月
報
各
号
の
目
次
を
年
月
順
に
掲
載
し
た
も
の

で
あ
る
。

同
月
報
を
収
録
す
る
に
当
っ
て
、
資
料
を
種
類
ご
と
に
取
り
ま
と
め
て
掲
載
し
た

た
め
、
各
月
報
に
お
け
る
資
料
掲
載
の
原
形
が
失
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
、
本

目
次
に
よ
り
こ
れ
を
補
完
す
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
年
代
別
索
引
と
し
て
利
用
し
う

九



。

る
こ
と
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
や
む
を
得
ず
本
編
に
収
録
し
な
か
っ
た

資
料
に
つ
い
て
は
、
目
次
の
資
料
名
に
そ
の
旨
の
表
示
を
付
し
て
お
い
た
の
で
、
参

考
に
さ
れ
た
い
。

以

上


